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その街の特色を生かした物件開発

　設計コンセプト　　　　　　　　　　　　江戸文化の〝粋〟を表現

スイテ新御徒町　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月２５日　（水曜日）

交差点の角地に位置する

■建　　物　　名　　称：ＳＵＩＴＥ新御徒町
■工　　事　　名：（仮称）新御徒町ビル計画新築工事
■工　　事　　場　　所：東京都台東区台東４―３―４
■発　　注　　者：阪急阪神不動産株式会社
■設計・監理者：株式会社ＩＮＡ新建築研究所
■施　　工　　者：株式会社久保工
■敷　　地　　面　　積：．㎡
■建　　築　　面　　積：．㎡
■延　　床　　面　　積：，．㎡
■構　　　　造：Ｓ造
■階　　　　数：８階塔屋１階
■用　　　　途：事務所
■工　　　　期：年１月日～年５月日

　写真提供：株式会社久保工
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屋上テラス セットアップオフィス

　中規模オフィス「スイテ」シリーズの第１弾と
して、東京都台東区で建設を進めてきた「スイテ
新御徒町」が完成しました。大阪・梅田を中心と
した当社のオフィスビル事業で培った知見を生か
し、首都圏をターゲットに年２～３棟の展開を目
指しています。
　「働く場に、おもてなしを。めざすのは永く愛
されるオフィス。」をコンセプトに、対象地域と
なるそれぞれの街の特色を生かした物件開発に取
り組んでまいります。
　新御徒町は、都心に近い立地でありながら、歴
史的な街並みや地域特性を有した先進性と下町情
緒が融合したエリアです。建物には、ファサード
や屋上テラスのデザインに木材を取り入れ、自然
素材を生かした温かみのある屋外空間を実現して
います。江戸の「粋」を表現できるように、設計
者であるＩＮＡ新建築研究所と協議を重ねてきま

した。
　スイテ新御徒町は、経営者とワーカー、その家
族までが安心できるオフィス空間とすることを目
指しています。具体的な取り組みの一端を紹介す
ると、リラックスできる屋上空間を備えることで
安心して働くことができるようにしています。
　同時並行で開発に取り組んだ「スイテ新横浜」
（横浜市港北区）が今秋完成となり、さらに「ス
イテ日本橋人形町」（東京都中央区）が２７年春
に完成する予定です。既存物件を取得して展開す
るリノベーションオフィスの第１号となる「エン
スイテ御成門」（東京都港区）も７月に完成予定
です。
　当社は「スイテ」「エンスイテ」シリーズを通
じて、永く愛されるオフィスづくりを継続しなが
ら、地域社会やテナント企業の発展に貢献してま
いります。

開発事業本部
首都圏開発事業部
首都圏グループ開発課長

長沼　啓

開発事業本部
首都圏開発事業部
首都圏グループ課長

富永　匡哉

メッセージ 　 　阪急阪神不動産株式会社
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　本計画は阪急阪神不動産の中規模オフィスシリーズ『Ｓ
ＵＩＴＥ（スイテ）』の「街ごとに仕立てるオフィス」の
思想のもと、計画地の持つ職人の精神が息づくものづくり
の街として発展した歴史と、これからの街の姿をデザイン
することを、設計コンセプトとして計画しました。
　敷地は春日通りと清洲橋通りの二つの大通りの交差点に
面する好立地で、街の新しいシンボルとなる可能性を持っ
た場所です。そのため外観は、江戸小紋の色調と縦縞のイ
メージを外装にまとわせることで、江戸文化の〝粋〟を表
現するとともに、交差点に大きく開かれた外観として新た
な街の顔となるようなデザインとしました。
　エントランスラウンジは、天井高．ｍののびやかな空
間を創出し、ヒノキ材の名栗仕上げを施した内装が、もの

づくりの街とのつながりを深めることを意図しました。
　また、利用者のこれからの多様な働き方を想定し、執務
空間はセットアップオフィスなど、多様なニーズに対応可
能な計画とし、屋上には利用者のサードプレイスとして、
正面に東京スカイツリーを眺めることができる緑豊かな屋
上庭園を計画しました。
　本施設が利用者や地域からも永く愛されるオフィスとな
ることを期待しています。
　株式会社ＩＮＡ新建築研究所
　建築設計部 　 　 　森　　治郎
　建築設計部プロジェクトマネージャー 　片桐　隆博
　建築設計部主任 　竹花　裕貴
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